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指定討論：企業主導型保育における
保育の質向上に向けた研修の取組

秋田喜代美（学習院大学）2022/1/25

３回目の共同研究シンポジウム

１
•2019 実態調査

２
•2020 よさや課題とコロナ禍での変化

３
•2021 研修とその効果検証
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保育の質向上の鍵の一つは保育者の研修
(OECD,SSⅥ 2021.6)

職場環境 カリキュラムと
教育のありかた

モニタリングと
データ 評価

家族や地域の参画関与
質の基準 ガバナンス

財政面

出典：令和３年６月OECD Starting Strong Ⅵ launch Slide 14秋田訳

企業主導型保育での研修受講の二重の困
難：施設長ヒアリング今回の研修

どの園にも共有の困難

◦時間の確保

◦職員の配置・人数
確保の課題

いつでもすき間

時間に可能

企業主導型保育固有の困難

◦受講したい内容がみつか
らない、新設園、子供の
移動。

◦認可外や企業主導型は対
象外が多い。人数制限。

企業主導型に特化した

ニーズに応じた内容
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今回の調査の特徴

◦時間系列での調査 コロナ禍

◦聞き取りとweb調査で深堀りと広がり

◦実際の動画の改善に生かしていく

ニーズにさらに寄り添う

本調査結果や発表から私たちが考えたい
保育者、職員の学びに関する問い

１ 初歩的な内容、理論的な内容よりも、困り感、実践的な内容と
は、具体的にどういう研修内容にすることなのか？

２ すぐに役立つことだけで、研修はよいだろうか。二ーｽﾞにこ
たえることと次への見通しを持つことの提示のバランスが必要で
は？。

保育の面白さ、問い、自ら学び続ける保育者のためには？

３ 研修に参加すれば、保育の質が良くなる、実践に生かされる
という考えを超えるためには具体的に何を検討していく必要があ
るだろうか？ ＜保育者や教師の学び研究の知見から＞
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研修が質の向上につながるための
３つのつながりとアンカー（投錨）

園外受講参画 受講前 受講時 受講後

他者との対話 自己内対話

実践化 環境、関わり、カリキュラムを変える

試みの時間 財源

振り返りとアウトプット・アウトカムの確認

次のサイクルへの持続 園内での共有

研修の構成（連続・単発）、受講動機（選択の有無）、内容の構成＊保育者・園の構成

保育者の資質向上のための研修
組織体制 園内研修含め３つの往還

コミュニテイ
ソーシャル
ネットワーク

べース

自治体ベース

園ベース
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JSPS科学研究費（基盤研究A）課題番号 16H02063「保育者の学習過程を支え
る園内研修とリーダーシップの検討」（代表 秋田喜代美）より

秋田喜代美（学習院大学） 故 小田豊（関西国際大学）芦田宏（元・兵庫県
立大学）門田理世（西南学院大学）鈴木正敏（兵庫教育大学）中坪史典（広島
大学）上田敏丈（名古屋市立大学）野口隆子（東京家政大学）箕輪潤子（武蔵
野大学）森暢子（九州産業大学）淀川裕美（東京大学）椋田善之（関西国際大
学）

以下のスライドはこの冊子からのものです。

楽しくなる 

おもしろくなる園内研修のために

園内研修事例集

園内研修で学びをつなぐ

〜園内研修における保育者の学びの様相〜

つなぐ・つなげる・つながりあう リーダーシップ

ー私立幼稚園 園長の園運営に関する調査報告ー

近年では、幼稚園や保育所、認定こども園等において、保育の質を高めることの大切さ

が認識され、園におけるリーダーシップの在り方が着目されています。しかしながら、園で

園長や主任教諭がどのようにリーダーシップを発揮しているのか、どのような役割を担っ

ているのかについては十分に検討されていません。

そこで、本研究では、特に多様な園の組織や運営の実態のある私立幼稚園に着目し、園

を運営していく上で、園長と主任がどのようにリーダーシップを発揮しているのかを明ら

かにすることを目的とし、調査をおこないました。

私立幼稚園に限定した範囲での調査となっていますが、本冊子の知見が、広く保育に関

わる組織にとって、これからの園運営を考える一助となれば幸いです。

園内研修における一人ひとりの学び

園内研修で③学んだこと の自由記述について「 園内研修から得た学び」 を分析し 、
以下の３ 段階に分類しまし た。

◎研修内容と方法

どのよう な研修だったのか、 研修の実施方法

と内容について説明しています。

◎話し合いの内容

保育者間でどのよう な話し合いが行われたか

を説明しています。

◎学びの傾向

1回の園内研修の園全体の学びの特徴（ どの

よう な学びに関する記述内容が特徴的に見ら

れたか） を説明しています。

知る・ わかる

気づく

考える・ 見つける

1.  他の人が発言した内容をそのまま知識として得た・ 理解した
例） 子どもたちが調べられるよう図鑑を出せばいいのだとわかった。

2.  自分なりにどのよう なことかを考えた、 気づいた
例） 図鑑により 、 興味が広がったり見つけたい思いが生まれると気づいた。

3.  自分なりに考えた上で、 課題や次にやってみたいことを見つけた
例） 図鑑はこれまで子どもが手に取れる場所になかった。 様々な植物に興

味が持てるよう 、 自分たちで調べるという経験ができる環境を作ろう

と思った。

6

園内研修における一人ひとりの学びの図（ 説明）

＜ 図の見方＞

上の図は、 1回の園内研修を大きな円と し て、 保育者一人ひと り の学びを小さ な円・ 学びの

段階を色の濃さ と位置で表し たものです。

○ 1回の園内研修での「 学びの段階」 の位置を示す円です。

• 中心の円が「 知る・ わかる」 次の円が「 気づく 」 外側の円が「 考える・

見つける」 です。

• 中心に近いものは知識や技術の獲得の段階、 中心から遠いものは、 他者

の発言から自分なり に考え、 課題や次につなげよう と する段階です。

• 「 個人の円」 がどこにあるかにより 、 その保育者の学びの段階の位置が

わかり ます。 また、 園全体と し て、 どのよう な学びの段階の園内研修

だったか、 話題に広がり があったかがわかり ます。

○ 個人を示す円です。

• 「 学びの段階の位置を示す円」 における個人の円の位置と 、 個人の円

の中の色の濃さ で、 その人の学びの段階を示し ています。

• 外側の円の色は、 その人が他の保育者の発言で「 心に残った」 「 研修

を深めた」 発言で、 どの話題について書いていたかを示し ています。

例） Ａ さ んの場合

・ その研修で学んだこ と は「 気づく 」 の位置にある

・ 話題2と 3に関する他の保育者の発言が心に残ったり 、 研修を深めた

と考えている。

Aさん

Aさん
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1. 他の人が発言した内容をそのまま知識と
して得た・理解した
例）子どもたちが調べられるよう図鑑を出せば
いいのだとわかった。

2. 自分なりにどのようなことかを考えた、
気づいた
例）図鑑により、興味が広がったり見つけたい
思いが生まれると気づいた。

3. 自分なりに考えた上で、課題や次にやっ
てみたいことを見つけた
例）図鑑はこれまで子どもが手に取れる場所に
なかった。様々な植物に興味が持てるよう、自
分たちで調べるという経験ができる環境を作ろ

うと思った。

知る・わかる

気づく

考える・見つける

継続的な「園内研修で学んだこと」 の自由記述「園内研修から得た学
び」を分析し、「知る・わかる」「気づく」「考える・見つける」の３
つに分類したものを図に位置づけました。 オンライン

動画研修の
場合は,

１から２，
３にいくた
めには、い
くつかの条
件があるの
かもしれな

い
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研修の学びがおもしろいとなるための２つの軸

園内研修の場合 VS ユニバーサルオンライン動画の場合 安心の保障。
視聴あるいは視聴後 共感の共有がむずかしい。自分事になりにくい

視点が多様になる園内研修・視点が深まる園内研修

園内研修『視点の広がりと深まり』モデル

5

視点の広がり

視
点
の
深
ま
り

実践の事実

保育の意図
子どもの経験

実践の課題
明日への視座

視点が絞られている 視点が多様にある

Ｆ 園②

Ｂ園

Ｅ 園

Ｃ園

Ｄ園
G園

この図からは、 話題や視点の広がり ・ 深まり は1回1回の研修により 異なるこ と がわかり ます。

• 実践の事実（ 実践の方法） を中心に話し 合われた園内研修（ Ｃ 園・ Ｆ 園①）

• 保育者の意図や子どもの経験、 それらを踏まえての実践の課題について話し合われた園内研修Ａ 園・

Ｄ 園・ Ｅ 園・ Ｇ 園）

• 保育者の意図・ 子どもの経験を中心に多様な視点から話し合われた園内研修（ Ｆ 園②）

• 実践の事実から課題まで話し合われ、 保育者の視点が多様に見られた園内研修（ Ｂ 園）

話題や視点の広がり ・ 深まり は、 園内研修の目的や方法、 誰が参加するのかによって異なると 考えら

れます。 そのため、 同じ 園でも研修によって視点の広がり と 深まり は研修によって異なると考えられま

す。 例えば、 同じ F園でも 、 ①の研修では、 「 保育環境をどのよう に変えるか」 について話し合われ、

②の研修では、 １ 年間の園内研修のまと めが話し 合われまし た。

この図のどこに位置づく 研修だと 良いと いう こ と ではなく 、 毎回の研修後にどのよう な視点の広がり

や深まり がある研修だったのかを振り 返るこ と によって、 目的に沿った研修の進め方を考えるこ と がで

きるのではないでし ょ う か。

◎Ａ 園の園内研修の特徴◎

Ａ 園の園内研修に関し ては、 保育の意図や子どもの経験に関する発言が心に残ったり ・ 研修を深めた

と感じ ている保育者が多く みられまし た。 また、 研修に参加し た保育者の視点は比較的似ている傾向に

あり まし た。

F園①

A園

以下の図は、 研修での「 心に残った発言」 「 研修を深めた発言」 について、 保育者がどのよう な

視点を持っていたのか、 その広がり と深まり について、 園内研修ごとの傾向を示したものです。
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園内研修に参加した保育者の記述からの分析
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園内研修で、参加者はどのような経験をしているのでしょう

まず、 園内研修で保育実践や記録についての対話が行われます。

その中で、 保育実践に関すること について、 共感（ 他者への意識） する、 気づき・ 視点等を得る、 意
欲・ 課題が芽生えるなどの作用が生じ ていまし た。 また、 保育のための省察（ 例えば記録の取り 方や研修
の仕方そのものの振り 返り ） について考えている人もいまし た。

◆ 気づき ・ 視点等の中には、 新たな方法と の出会い、 大切なこ と の（ 再） 認識、 新たな視点や気づき、
職員全体の問い・ 学びにつながる視点が含まれますが、 これらが特に、 保育者の園内研修における学
びと なっているよう です。

◆ 一方で、 共感（ 他者への意識） には、 理解・ 共感やよさ への気づき・ 承認が含まれますが、 これらは
心に残った発言と し ては挙げられまし たが、 学んだこと と し ては挙げられていなかったこ と が、 興味
深い結果でし た。

上記の経路を経て、 次の保育実践を考えると いう 流れが、 分析結果から見えてきまし た。

園内研修に参加し た先生方に、 その日に参加した園内研修で ①心に残った発言 ②研修を活発に

し た・ 深めた発言 ③学んだこと を自由記述形式で書いていただきまし た。 集まった回答をもと に

カテゴリ ーを作って整理したと ころ、 下の図のよう な感情や思考の構造があることが見えてきました。

保育実践

気づき・視点等

共感（他者への意識）

理解・共感 よさへの気づき・承認

視
点
・気
づ
き

新たな方法との出会い

大切なことの（再）認識

新たな視点や気づき

職員全体の問い・学びに
つながる視点

保
育
の
振
り
返
り

意欲・課題

私 クラス・園

保育のための
省察

視点・気づき

承認

省察の振り返り

研修のよさ

意欲・課題

※縦に伸びた矢印は、 同じ園内研修でも、
その時に辿る経路が人によって、 その
時によって、 さまざまであることを示
しています。

◎ポイント ◎

上の図は、 園内研修について心に残った発言・ 研修を活発にし た発言・ 学んだこ と についての記述をも
と に、 参加者の内面で起きている感情や思考の流れを整理し 、 図に表し たものです。 みなさ んの園内研
修での経験を振り 返ると 、 いかがでし ょ う か？こ こに挙がっているもの以外の感情や思考もあるかもし
れません。

なお、 その人がどのよう な経路を辿るかについて、 年齢や保育経験年数による傾向も調べてみまし たが、
今回の分析では特に関連はないよう でし た。 人によって、 園内研修のテーマによって、 その時に自分の
気になっているこ と によって、 その時々で、 辿る経路のパタ ーンは多様であると 考えられます。

3

心に残った発言・研修を活発にした発言・学んだことは何ですか？

保育実践や記録についての対話 園内研修の参加者が経験する感情

や思考の流れ（イメージ図）
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心に残った発言と し ては挙げられまし たが、 学んだこ と と し ては挙げられていなかったこ と が、 興味
深い結果でし た。

上記の経路を経て、 次の保育実践を考えると いう 流れが、 分析結果から見えてきまし た。

園内研修に参加し た先生方に、 その日に参加した園内研修で ①心に残った発言 ②研修を活発に

し た・ 深めた発言 ③学んだこ と を自由記述形式で書いていただきまし た。 集まった回答をもと に

カテゴリ ーを作って整理し たと ころ、 下の図のよう な感情や思考の構造があるこ とが見えてきまし た。

保育実践

気づき・視点等

共感（他者への意識）

理解・共感 よさへの気づき・承認

視
点
・気
づ
き

新たな方法との出会い

大切なことの（再）認識

新たな視点や気づき

職員全体の問い・学びに
つながる視点

保
育
の
振
り
返
り

意欲・課題

私 クラス・園

保育のための
省察

視点・気づき

承認

省察の振り返り

研修のよさ

意欲・課題

※縦に伸びた矢印は、 同じ園内研修でも、
その時に辿る経路が人によって、 その
時によって、 さまざまであることを示
しています。

◎ポイント ◎

上の図は、 園内研修について心に残った発言・ 研修を活発にし た発言・ 学んだこ と についての記述をも
と に、 参加者の内面で起きている感情や思考の流れを整理し 、 図に表し たものです。 みなさ んの園内研
修での経験を振り 返ると 、 いかがでし ょ う か？こ こに挙がっているもの以外の感情や思考もあるかも し
れません。

なお、 その人がどのよう な経路を辿るかについて、 年齢や保育経験年数による傾向も調べてみまし たが、
今回の分析では特に関連はないよう でし た。 人によって、 園内研修のテーマによって、 その時に自分の
気になっているこ と によって、 その時々で、 辿る経路のパタ ーンは多様であると 考えられます。

3

心に残った発言・研修を活発にした発言・学んだことは何ですか？

保育実践や記録についての対話 園内研修の参加者が経験する感情

や思考の流れ（イメージ図）

P
A

R
T
 1

園内研修に参加した先生方に、
その日に参加した園内研修で

①心に残った発言

②研修を活発にした・深めた
発言

③学んだこと

を自由記述形式で書いていた
だき、集まった回答をもとに
カテゴリーを作って整理した
ところ、右の図のような感情
や思考の構造があることが見
えてきた。

対話の中での保育者一人ひとりの学びの様相

保育士の実践知とその学び
企業主導型 未満児中心 園児の特徴としての一時保育や転園の多さ
見えにくいことをみる 語りにくいことを意識するための知

コアの背景となる概念・理論や

哲学

言語化 命題化 一般化

語りよって豊かにする 情動 身
体的な言葉

スキル 動くことができる

具体例 文脈付き

写真・動画 イメージ
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登壇者への質問

◦ 各研修動画の内容で一番印象に残った部分はどこだったのだろうか？

考え方、行動、留意・配慮点

それは保育者の関心や企業主導型経験によってどのようにちがったのだろうか？

園内研修とのつながりをどう考えるか。往還、つながり

私の個人的経験

保育者は事例から学ぶ、その事例をいかに選ぶかに研修参加者の関心が影響する。

一つで深くか、さまざまな園の具体例を連射提示するかは、研修時間による。

フォローとしての参加者自身の自分での言語化の必要性

研修は受けるものから、「自ら選ぶ、創り出す、生かすもの」という発想へ

振り返る言葉を振り返ることも大切。

参加者の皆様にもうかがってみたいこと

１，限られた時間の中で15分の研修時間の捻出のために
どのような工夫がありえるでしょうか。

２．ワークライフバランスを保ちながら、楽しく学ぶた
めには、この研修動画をどのように活用していきたいで
しょうか。

園内動画や写真ではなく専門家が作るからこそリクエス
トしたいこととは？


